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広報

　10月２日（日）、井手町体育協会（山本一男会長）主
催の「第40回町民体育大会」が、泉ヶ丘中学校グラウン
ドで行われました。
　大会には延べ2000人が参加し、区対抗つなひきやリ
レー、大なわとび、40回大会を記念して歩幅だけで40
メートルを計るという競技も行われ優勝を目指して競い
合いました。（大会結果は５面に掲載）
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いでのまちかいでのまちかどど

ウオッチング

　
　
月
７
日
（
金
）、
府
立
山
城
勤

１０
労
者
福
祉
会
館
で
井
手
町
敬
老
祝

賀
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
式

は
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お

う
と
、
井
手
町
と
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
中
坊
溥
会
長
）
の
主
催
で

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
中
坊
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
汐
見
町
長
が
「
高

齢
者
が
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
な
支

援
体
制
と
地
域
社
会
全
体
で
支
え

る
諸
施
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
会
場
の
米
寿
や
喜

寿
の
お
年
寄
り
の
方
々
に
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
府
知
事
代
理
の
勝

見
山
城
広
域
振
興
局
長
、
木
村
町

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
井
手
町
在
住
の
　
歳
７０

以
上
の
お
年
寄
り
、
１
，
７
１
２

人
（
男
性
７
２
８
人
、
女
性
９
８

４
人
）
を
対
象
に
行
わ
れ
、
こ
の

う
ち
５
５
６
人
の
方
々
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、　
歳
に

９５

な
ら
れ
た
３
人
を
代
表
し
て
、
杉

山
あ
や
子
さ
ん
の
代
理
の
杉
山
泰

弘
さ
ん
（
石
垣
区
）
が
汐
見
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
満
　
歳
８８

（
　
人
）
の
米
寿
の
方
々
に
は
町

１６
（
　
歳
と
同
様
汐
見
町
長
か
ら
）か

９５ら
、　
歳
（
１
１
１
人
）
の
喜
寿

７７

の
方
々
に
は
、
町
社
協
か
ら
長
寿

を
祝
う
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
　
第
２
部
で
は
『
素
人
演
芸
会
』

が
行
わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
玉

皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

井
手
町
敬
老
祝
賀
式

川
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
舞
台
発

表
を
し
、
長
寿
の
お
祝
い
に
華
を

添
え
た
ほ
か
、
第
３
部
で
は
三
遊

亭
楽
団
治
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
と

落
語
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
俳
句
の
部
（
３
点
）

朝
桜
　
映
し
玉
川
　
頬
染
め
る

 

小
川
恵
美
子
（
石
垣
区
）

み
ち
の
く
の
　
復
興
願
い
て

桜
み
ち
　

 

古
野
敏
（
京
田
辺
市
）

花
に
撞
く
　
鐘
に
行
列
　
地
蔵
院

 

向
井
久
子
（
城
陽
市
）

◆
短
歌
の
部
（
３
点
）

地
蔵
院
　
友
の
来
た
り
て
　
満
開

に
　
し
だ
れ
桜
の
　
下
で
鐘
つ
く

 

柴
田
益
子
（
上
井
手
区
）

去
年
今
日
　
　
井
手
の
桜
に
　
通

い
来
て
　
重
ね
し
愛
の
　
色
ま
さ

り
け
り

 阿
久
美
千
代
（
大
阪
府
大
東
市
）

玉
川
に
　
桜
は
ら
は
ら
　
舞
ひ
に

け
り
　
の
ど
け
き
春
の
　
か
げ
を

ま
と
い
て

 

岩
佐
弘
一
（
京
田
辺
市
）

◆
川
柳
の
部
（
３
点
）

名
水
に
　
旅
を
ま
か
せ
る
　
花
筏

 

河
内
昭
賢
（
高
月
区
）

椿
坂
　
今
の
小
町
を
　
見
つ
け
た
る

 

山
本
佳
鶴
子
（
高
月
区
）

ひ
と
ひ
ら
は
　
迷
子
の
や
う
に
　

花
の
散
る

 

瀬
尾
千
鶴
枝
（
奈
良
市
）

　
９
月
　
日
（
水
）、
役
場
で
橘
諸

２８

兄
文
学
賞
実
行
委
員
会
（
小
川
幸

一
会
長
）
に
よ
る
審
査
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
井
手
町
の
風
情
を
読

み
こ
ん
だ
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

を
テ
ー
マ
に
、
３
月
　
日
か
ら
５

２５

月
８
日
に
か
け
て
募
集
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
俳
句
１
０
４

点
、
短
歌
　
点
、
川
柳
　
点
の
合

４１

５１

計
１
９
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
　
審
査
会
で
候
補
作
を
厳
選
し
、

同
志
社
女
子
大
学
の
安
森
敏
隆
教

授
ら
に
選
定
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
俳
句
３
点
・
短
歌
３
点
・
川
柳

３
点
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
は
、　
月
　
日
（
土
）

１１

１２

に
井
手
町
文
化
祭
で
行
わ
れ
ま

橘
諸
兄
文
学
賞
受
賞

作
品
決
ま
る

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
　
日
（
水
）
か
ら
　
日
（
金
）

２１

３０

ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
、
井
手
町
で
は
　
日
（
金
）
の

３０

早
朝
、
綴
喜
交
通
安
全
協
会
井
手

支
部
の
方
や
町
議
会
議
員
、
区

長
、
田
辺
警
察
署
員
ら
が
町
内
　１２

ヵ
所
に
分
か
れ
交
通
安
全
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
と
山

城
多
賀
駅
で
は
啓
発
用
品
の
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

表彰状を受け取る杉山さん

踊りを披露する園児

審査会の様子
多賀小学校前の交通安全指導の様子

あいさつをする
中坊会長

あいさつをする
汐見町長
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交
通
安
全

　
　
世
話
焼
き
隊
結
成

　
９
月
　
日
（
金
）、
玉
泉
苑
で
自

３０

転
車
や
バ
イ
ク
の
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
る
「
交
通
安
全
世
話

焼
き
隊
」
の
結
成
式
が
行
わ
れ
約

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４０　
高
齢
バ
イ
ク
利
用
者
な
ど
の
交

通
事
故
防
止
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
も
の
で
、
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
バ
イ
ク
整
備
士
、
田
辺
警

察
署
員
で
構
成
す
る
「
交
通
安
全

世
話
焼
き
隊
」
は
今
後
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
バ
イ
ク
の
安
全
点
検

や
交
通
安
全
指
導
な
ど
を
展
開
す

る
予
定
で
す
。

　
結
成
式
で
は
、
交
通
事
故
の
発

生
状
況
や
交
通
ル
ー
ル
に
関
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
反
射
材

に
関
す
る
ビ
デ
オ
上
映
、
参
加
者

結成式の様子

も
う
す
ぐ
１
年
生

あいさつをする
汐見会長

　
　
月
　
日
（
月
）、
山
吹
ふ
れ
あ

１０

１７

い
セ
ン
タ
ー
で
木
津
川
右
岸
宇
治

木
津
線
道
路
新
設
促
進
協
議
会

（
会
長
＝
汐
見
明
男
井
手
町
長
）の

平
成
　
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

２３

し
た
。
同
協
議
会
は
、
南
山
城
地

方
に
お
け
る
木
津
川
右
岸
地
域
の

調
和
の
と
れ
た
発
展
に
向
け
て
、

宇
治
木
津
線
道
路
新
設
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、城
陽
市
・
木

津
川
市
・
井
手
町
の
２
市
１
町
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
汐
見
会
長
か

ら
、「
今
後
数
十
年
の
う
ち
に
発
生

す
る
と
推
測
さ
れ
る
東
海
地
震
な

ど
大
き
な
災
害
か
ら
国
民
の
生
命

を
守
る
た
め
の
防
災
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
な
か
で
、
道
路
の
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
重
要
な
道
路
整

備
で
あ
る
。
木
津
川
右
岸
に
は
国

道
　
号
線
し
か
な
く
、
軸
と
な
る

２４
道
路
が
１
本
で
は
、
分
断
さ
れ
る

と
救
助
活
動
等
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
宇
治
木
津
線
の

新
設
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
本
協
議
会
も
引
き
続
き
、

国
･府
に
宇
治
木
津
線
の
必
要
性

を
訴
え
、
協
議
と
調
査
の
実
現
を

求
め
て
い
く
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
　
年
度
事
業

２２

報
告
・
決
算
、
平
成
　
年
度
事
業

２３

計
画
・
予
算
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
会
長
に
汐
見

町
長
、
副
会
長
に
橋
本
城
陽
市

町
、
河
井
木
津
川
市
長
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
（
月
・
祝
）、
泉
ヶ

１０

１０

丘
中
学
校
で
、
綴
喜
地
区
２
市
２

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
綴
喜
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
　
名
が
参
加
し
ま
し

８５

た
。
参
加
者
は
晴
天
の
下
、
日
頃

の
成
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
交

流
を
深
め
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　
優
勝
　
　
京
田
辺
市

　
準
優
勝
　
井
手
町

　
３
位
　
　
宇
治
田
原
町

【
女
子
の
部
】

　
優
勝
　
　
八
幡
市

　
準
優
勝
　
京
田
辺
市

　
３
位
　
　
井
手
町

【
団
体
の
部
】

　
優
勝
　
　
八
幡
市

　
準
優
勝
　
井
手
町

　
３
位
　
　
宇
治
田
原
町

綴
喜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

た
ち
の
バ
イ
ク
の
安
全
点
検
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
３
日
（
月
）、
井
手
小
学
校

１０
で
、
来
年
度
入
学
予
定
の
玉
川
保

育
園
５
歳
児
　
名
と
町
外
の
幼
稚

３３

園
に
通
う
入
学
予
定
の
５
歳
児
１

名
が
、
小
学
校
の
授
業
を
体
験
す

る
「
も
う
す
ぐ
１
年
生
体
験
入
学

推
進
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
は
、
ひ
ら
が
な
の
授
業
体

験
の
あ
と
、
体
育
館
で
井
手
小
学

校
２
年
生
と
玉
川
保
育
園
児
交
互

に
表
現
活
動
を
披
露
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
発
表
し

あ
う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
入
学
前
の
保
護
者
の
た
め
の

「
親
の
た
め
の
応
援
塾
」が
同
時
開

催
さ
れ
、
保
護
者
は
園
児
が
ひ
ら

が
な
の
練
習
を
す
る
様
子
を
参
観

し
た
あ
と
、
先
輩
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護

者
同
士
で
、
入
学
前
の
悩
み
を
話

し
合
う
な
ど
交
流
し
親
同
士
の
つ

な
が
り
を
深
め
ま
し
た
。　

　
　
月
６
日
、
多
賀
保
育
園
の
園

１０
児
　
名
が
同
園
隣
の
木
田
昭
徳
さ

４６
ん
（
西
部
区
）
の
畑
で
芋
掘
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
園
児
は
、
木
田
さ
ん
ら
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
芋
掘
り
に
挑
戦

し
、
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
み
つ

け
る
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

秋
の
実
り
を
体
験

大きないもに大喜び

元気に踊る２年生

プレーを楽しむ参加者

木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線
の

　
実
現
に
向
け
て

総会の様子
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全
国
大
会
出
場
を
報
告

　
　
月
３
日
（
月
）、
日
整
全
国
少

１０
年
柔
道
大
会
で
京
都
府
代
表
の
１

人
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
、
多
賀
小
学
校
４
年
生
の
八
木

力
斗
君
が
、
役
場
を
訪
れ
汐
見
町

長
に
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し

た
。
　
八
木
君
は
、
６
月
に
開
催
さ
れ

　
　
月
７
日
（
木
）、
玉
泉
苑
で
、

１０
保
健
セ
ン
タ
ー
に
臨
地
実
習
に
来

て
い
た
明
治
国
際
医
療
大
学
の
看

護
学
生
５
名
に
よ
る
健
康
教
室
が

行
わ
れ
、　
名
が
参
加
し
ま
し

４７

た
。
　
健
康
教
室
は
、
井
手
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
毎
月
開
催
し
て
い
る

山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
の
中
で
行
わ

れ
、
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ
し
ょ
う

し
ょ
う
）
に
な
ら
な
い
た
め
の
体

操
や
食
事
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。　

受賞報告をする奥西康人さん

長
年
の
活
動
が

　
　
　
評
価
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
　
日
（
金
）、
日
本
レ
ク
リ

３０

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
功
労
者
表
彰
さ

れ
た
奥
西
康
人
さ
ん
が
、
役
場
を

訪
れ
汐
見
町
長
に
受
賞
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
奥
西
さ
ん
は
、　
年
間
体
育
指

２５

導
員
を
務
め
ら
れ
、
現
在
は
教
育

委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
顧
問
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
場
を
提
供
す
る
な
ど

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
（
日
）、
大
正
池
グ
リ

１０

１６

ー
ン
パ
ー
ク
で
森
林
整
備
作
業
が

行
わ
れ
、
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア

株
式
会
社
の
社
員
ら
、
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
町
と
「
森
林
の
利
用

大
正
池
で

　
　
森
林
整
備
活
動

た
京
都
大
会
４
年
生
の
部
個
人
戦

で
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
で
見
事
優
勝

を
飾
り
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
汐
見
町
長
は
、「
全
国
大

会
に
は
な
か
な
か
出
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
頑
張
っ
て
」
と
激

励
し
、
全
国
大
会
で
先
鋒
を
務
め

る
八
木
君
は
、「
ぜ
ひ
一
勝
し
て
先

輩
達
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。」と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
（
木
）、
い
づ
み
保
育

１０

１３

園
の
３
歳
児
　
名
と
北
区
老
人
ク

１７

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
５
名
が
、
い
づ

み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
芋
掘

り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
芋
は
、
５

月
に
園
児
ら
が
植
え
付
け
、
同
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
草
引
き
や
水

や
り
、
肥
料
を
加
え
る
な
ど
の
手

入
れ
を
行
っ
た
も
の
。
園
児
が
ス

コ
ッ
プ
で
土
を
か
き
分
け
、
掘
り

だ
す
と
大
き
な
芋
が
た
く
さ
ん
と

れ
ま
し
た
。　

大
き
な
さ
つ
ま
い
も
に
　

　
　
　
　
園
児
は
大
喜
び

　
９
月
　
日
（
金
）、
井
手
町
商
工

３０

会
の
Ｌ
Ｐ
部
会
（
篠
田
繁
彦
部
会

長
）
か
ら
ガ
ス
炊
飯
器
２
台
、
３

連
鋳
物
コ
ン
ロ
３
台
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
篠
田
部
会
長
と
森
川
映
二
さ
ん

が
役
場
を
訪
れ
、
汐
見
町
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
地
域
の
事

業
者
と
し
て
定
期
的
に
炊
き
出
し

用
品
な
ど
の
寄
贈
を
行
わ
れ
て
お

り
、
今
回
は
井
手
地
区
の
防
災
備

蓄
倉
庫
設
置
に
あ
わ
せ
て
寄
贈
の

決
定
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ガ
ス
炊
飯
器
な
ど
が

　
　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

贈呈の様子

全国大会出場を汐見町長に
報告する八木君（右奥）

山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
で

　
学
生
に
よ
る
健
康
教
室

学生の講義を熱心に聴く参加者

老人クラブメンバーに教わりながら
芋掘りをする園児

保
全
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で

お
り
、
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
中
心
に
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、

森
林
整
備
に
取
組
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
。
同
社
社
員
は
、
下
草
刈
り

や
雑
木
の
間
伐
な
ど
整
備
作
業
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。　

整備作業を行う社員の皆さん

　
　
月
　
日
（
水
）、
多
賀
保
育
園

１０

１９

で
「
人
権
の
花
」
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

花
の
栽
培
を
通
じ
て
、
命
の
大
切

さ
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
よ
う
と

毎
年
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
今
年

は
約
１
５
０
球
の
ス
イ
セ
ン
を
植

え
付
け
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
町
人
権
擁
護
委
員
ら

が
訪
問
し
、
人
権
の
大
切
さ
を
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
い

「
お
花
に
お
水
を
あ
げ
、
お
友
達

と
い
つ
も
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
。」と
園
児
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま

「
人
権
の
花
」を
　
　

　
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
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　平成２３年度　井手町防災訓練実施について

実施日時　平成２３年１１月２７日（日）午前９時～正午

実施場所　各公民館及び井手小学校・多賀小学校・玉川保育園・自然休養村管理センター

訓練想定　大雨警報が発令され、すでに降り始めより２００ミリの降水量を記録し、時間雨量が８０ミリを観測。

　　　　　この豪雨の影響により、町内河川の氾らん及び土砂災害の恐れがあるとの想定。各区区長を中心と

　　　　　した自主防災組織と消防団や京田辺市消防署井手分署とが協力しながら、避難、情報収集・伝達、　

　　　　　炊き出し訓練等を行い、災害時の被害の軽減及び平常時における防災意識の向上を図ることを目的

　　　　　に実施します。
※訓練当日は、役場広報車及び消防団積載車が町内を回り広報を行いますので、ご理解ご協力をお願い致します。

「障害者週間」啓発事業記念式典のご案内

（単位：％）（健全化判断比率）

早期健全化基準平成22年度

15．0－実質赤字比率

20．0－連結実質赤字比率

25．04．8実質公債費比率

350．0－将来負担比率
＊表中「－」は、0％以下です。

　財政健全化判断比率等の公表について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成２２年度の健全化判断比率及び資金不

足比率を公表します。平成２２年度の比率は、いずれも健全化基準を超えておらず、基準と比較しても非常

に低い比率となっており、良好な財政運営を行ってきたと言えます。

◆公営企業の経営健全化に関する指標について

【実質赤字比率】

　標準財政規模（＊）に対して、一般会計等の実質赤字

が占める割合

＊標準財政規模とは、当該自治体の標準的な一般財源の規模

【連結実質赤字比率】

　標準財政規模に対して、全ての会計を合わせた実質

赤字が占める割合

（単位：％）（資金不足比率）

経営健全化基準平成22年度

20．0－公共下水道事業

20．0－多  賀  地  区
簡易水道事業

20．0－水道事業
＊表中「－」は、0％以下です。

【実質公債費比率】

　標準財政規模に対して、一般会計等が負担する公債費等が占

める割合

【将来負担比率】

　標準財政規模に対して、一般会計等が将来負担すべき債務が

占める割合

【資金不足比率】

　公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

　１２月３日～９日は障害者週間です。この機会に障害者の福
祉についての関心と理解を深め、誰もが尊重しあえる社会にす
るために一緒に考えてみませんか。
日時/1２月８日（木）　午後１時半～３時半
場所/自然休養村管理センター　（送迎バスを運行します）
内容/開場（１２時半）
　　　　●記念式典　（午後１時半～１時50分）
　　　　●記念講演　（午後２時～）
　　　　　　演題　「大笑いゼーションでノーマライゼーション」
　　　　　　講師　桂　福点
※お問い合わせは、社会福祉協議会（℡82－3499）まで

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
☆
総
合
結
果

優
　
勝
　
上
井
手
・
田
村
新
田
区

準
優
勝
　
東
部
区

第
３
位
　
高
月
区

☆
区
対
抗
リ
レ
ー

優
　
勝
　
南
区

準
優
勝
　
石
垣
区

第
３
位
　
玉
水
区

☆
区
対
抗
綱
引
き

優
　
勝
　
上
井
手
・
田
村
新
田
区

準
優
勝
　
東
部
区

第
３
位
　
玉
水
区

☆
区
対
抗
玉
入
れ

優
　
勝
　
玉
水
区
・
東
部
区

　
　
　
　
（
同
点
優
勝
）

第
３
位
　
高
月
区

☆
区
対
抗
大
な
わ
跳
び

優
　
勝
　
上
井
手
・
田
村
新
田
区

準
優
勝
　
石
垣
区

第
３
位
　
水
無
区

☆
み
ん
な
で
は
か
ろ
う
　
メ
ー
ト
ル

４０

優
　
勝
　
高
月
区

準
優
勝
　
南
区

第
３
位
　
上
井
手
・
田
村
新
田
区

☆
区
対
抗
リ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
北
部
区

準
優
勝
　
上
井
手
・
田
村
新
田
区

第
３
位
　
東
部
区

☆
子
ど
も
会
区
対
抗
リ
レ
ー

優
　
勝
　
石
垣
区

準
優
勝
　
玉
水
区

第
３
位
　
北
区

第
　
回
町
民
体
育
大
会

４０主
な
競
技
結
果

し
た
。
こ
の
後
、
園
児
は
人
権
擁

護
委
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス
イ

セ
ン
の
球
根
を
植
え
付
け
ま
し

た
。

人権擁護委員の皆さんと一緒
にスイセンを植える園児

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
　
み
ん
な
で
乗
っ
て
複
線
化
　
　（
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
促
進
協
議
会
）

!!



2011-11 広報いで ６

　「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成１０年度から町職員の給与の実態について公
表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前の金額で、いわゆる「手取り額」ではあ
りません。また、現在未公表である情報については、公表されしだいホームページにて掲載予定です。お問い合わせは、総務
課（℡82－6161）まで。

１　総括

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
一人当たり給与費
　　　　　Ｂ／Ａ　

給　　　　　　与　　　　　　費職員数
　　Ａ区　分 　　計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

5，314千円515，493千円124，229千円33，357千円357，907千円97人平成22年度

（３）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、平成22年4月1日現在の人数である。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成23年4月1日現在）

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数である。

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純
平均したものである。

①一般行政職
平均給与月額
（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

320，768円337，404円299，930円41.3歳井手町
397，723円－327，205円42.3歳国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成23年4月1日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均である。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のである。

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないこ
とから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもので
ある。

全国町村平均類似団体平均井手町年　度
95.196.293.3平成22年度
93.792.295.7平成17年度

（１）人件費の状況（普通会計決算）
（参考）

平成21年度の人件費率
人件費率
　Ｂ／Ａ

人　件　費
　　　　　Ｂ　実質収支歳　出　額

　　　　　Ａ　
住民基本台帳人口
（平成22年度末）区　分

21.8％19．6％845，409千円346，083千円4，311，937千円8,163人平成22年度

②技能労務職

参考民　　間公　務　員
区　分

Ａ/Ｂ平均給与月額
（Ｂ）平均年齢対応する民間の

類似職種
平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額
（Ａ）平均給料月額職員数平均年齢

－－－－368，550円369，050円358，765円4人51.5歳井手町

0．89290，600円44．6歳廃棄物処理業従業員259，700円259，700円259，700円1人36.6歳うち
清掃職員

1．56265，700円37．7歳調理士413，900円413，900円394，400円１人57.2歳うち
学校給食員

－－－－400，250円401，250円390，500円2人56.2歳うち
その他技能労務職

－－－－321，662円－283,862円3,689人49.5歳国

参　　考

区　分 年収ベース（試算値）の比較

Ｃ/Ｄ民　間
（Ｄ）

公務員
（Ｃ）

－－－井手町

1．024，035，300円4，114，960円うち
清掃職員

1．883，591，800円6，756，833円うち
学校給食員

－－－うち
その他技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
　している。（平成20～22年の3ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態
　等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均
　給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤
　勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値であ
　る。
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（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成23年4月1日現在）

経験年数20年経験年数15年経験年数10年区　　分
323，300円309，200円263，000円大学卒一般行政職 320，400円248，000円229，300円高校卒
　－259，700円　－高校卒技能労務職 －－－中学卒

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

10.3％7人
１　定型的な業務を行う主事、技師、保育士若しくは保健師の
職務又はこれに準じる職務

２　主事補、技師補又はこれに準じる職務
1級

30.9％21人専門的知識又は技術若しくは経験を必要とする業務を行う主
事、技師、保育士若しくは保健師の職務又はこれに準じる職務2級

22.0％15人係長、主任又は主査の職務3級
10.3％7人課長補佐又は園長補佐の職務4級
14.7％10人課長、館長、園長又は所長の職務5級
11.8％8人理事、局長、次長等の職務6級

（注）１　井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　平成18年4月1日から給与構造改革により3級と4級を係長
級として統合し、5級を4級、6級を5級、7級を6級とした。

（２）昇給への勤務成績の反映状況
　　　勤務成績を反映せず

（２）職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）
国井手町区　　分

172,200円172,200円大学卒一般行政職 140,100円140,100円高校卒
－140,100円高校卒技能労務職 －－中学卒

４　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国井　　　手　　　町
―１人当たり平均支給額（平成22年度） 1，281千円

（平成22年度支給割合） 期末手当　　　勤勉手当　
　　　　　　　　　　　2.6 　月分　  １.35   月分
　　　　　　　　　　（1.45） 月分　（0.65）　月分

（平成22年度支給割合）　　期末手当　　勤勉手当
 　　2.6　月分　　1.35　月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　5～20％
毅管理職加算　　10～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　　5～15％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（３）地域手当（平成23年4月1日現在）
　　　―　千円支給実績（平成22年度決算）
　　　―　　円支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平成
22年度制度完成時で最高支給割合１8％。－　人０　％井手町

（注）国の制度では平成22年度での完成を目指して、平成18年
度から支給率を段階的に引き上げることとしている。

（２）退職手当（平成23年4月1日現在）
国井　　手　　町

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年 23.50　月分　30.55　月分
勤続25年 33.50　月分　41.34　月分
勤続35年 47.50　月分　59.28　月分
最高限度額 59.28　月分　59.28　月分
その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2～20％加算）

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年 23.50　月分　30.55　月分
勤続25年                           33.50　月分　41.34　月分
勤続35年                           47.50　月分　59.28　月分
最高限度額　　　　　　　 59.28　月分　59.28　月分
その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2～20％加算）
１人当たり平均支給額　　　　　　15，398　千円

（注）　退職手当の1人当たり平均支給額
は、平成22年度に退職した職員に支
給された平均額である。

（４）特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）
－　千円支給実績（平成22年度決算）
－　　円支給職員1人当たり平均支給年額（平成22年度決算）
－　　％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成22年度）

２種類手当の種類（手当数）
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

１日につき500円感染症の防疫作業感染症防疫作業従事職員感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当

１体につき10,000円死体処理死体処理従事職員死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当

（５）時間外勤務手当
10，260千円支給実績（平成22年度決算）

106千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成22年度決算）

11，238千円支給実績（平成21年度決算）

112千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成21年度決算）

勤勉手当への勤務実績の反映状況
（一般行政職）

　　一律支給

【参考】

国の制度（支給率）支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平
成22年度制度完成時で最高支給割合
１８％。

０　％井手町

（平成22年度の制度完成時）
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計60歳以上56歳～
　59歳

52歳～
　55歳

48歳～
　51歳

44歳～
　47歳

40歳～
　43歳

36歳～
　39歳

32歳～
　35歳

28歳～
　31歳

24歳～
　27歳

20歳～
　23歳20歳未満区　分

108人0人24人16人2人6人11人9人12人8人15人5人0人職員数

主な増減理由対前年
増減数

職員数（人） 区分
部門 平成23年平成22年

011議　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

府派遣による増員11918総　務

077税　務

03636民　生

077衛　生
033農　林
01１商　工

行政需要による増員18７土　木

282８0計
0１１11教育部門

2９391小　計

055水　道
公
営
企
業
等

会
計
部
門

欠員不補充▲224下水道

099国保等
▲21618小　計

0
［0］

109
［157］

109
［157］合　　計

純減率純減数平成27年4月1日
職員数

平成22年4月1日
職員数

▲2．8％▲3人106人109人

５　特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

給料月額等区　分

730,000　円
600,000　円

町　長
副町長

給
料

290,000　円
220,000　円
200,000　円

議　長
副議長
議　員

報
酬

（平成22年度支給割合）
2.95　月分町　長

副町長期
末
手
当 （平成22年度支給割合）

2.95　月分
議　長
副議長
議　員

（算定方式）　　　　　　　　　　（1期の手当額）　（支給時期） 
給料月額×530／100×在職年数　　15,476千円 　　任期ごと
給料月額×315／100×在職年数     　 7,560千円　　 任期ごと

町　長
副町長

退
職
手
当

６　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　［　　］内は、条例定数の合計である。

（２）年齢別職員構成の状況（平成23年4月1日現在）

（３）定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成22年4月1日～平成27年4月1日における定員管理の数値目標

数値目標計画期間
終　期始　期

▲3人（縮減率2.8％）平成27年4月1日平成22年4月1日

（参考）井手町第3次行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

（注）　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支
　　　給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当
　　　の見込額である。

（６）その他の手当（平成23年4月1日現在）
支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成22年度決算）

支給実績
（平成22年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度と
の異同内容及び支給単価手当名

183，352円9，901千円同じ

扶養親族である配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき 6,500円
配偶者がいない場合、そのうち１人については 　11,000円
１６歳から２２歳までの子 5,000円加算

扶養手当

304，233円2，738千円同じ

職員が世帯主でその所有に係る住宅で新築または購入した住宅は、その日から
起算して5年間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ21.11まで）
家賃支払いの職員　毅月額23,000円以下の家賃　家賃額－12,000円＝支給額
　　　　　　　　　毅月額23,000円を超える家賃
　　　　　　　　　 （家賃額－23,000円）×1/2＝①　　16,000円＝②
　　　　　　　　　 （①、②のうち額が少ない方）＋11,000円＝支給額
　　　　　　　　　 （最高27,000円）

住居手当

59，225円3，198千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が55,000円までの者 　全額支給
片道2㎞未満 支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道　2㎞以上5㎞未満 　2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　5㎞以上10㎞未満 　4,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　10㎞以上15㎞未満 　6,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　15㎞以上20㎞未満 　8,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　20㎞以上25㎞未満 　11,300円
　　　　　　　　　　　　　　　　25㎞以上30㎞未満 　13,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　30㎞以上35㎞未満 　16,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　35㎞以上40㎞未満 　18,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　40㎞以上45㎞未満 20,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　45㎞以上50㎞未満　 21,800円
　　　　　　　　　　　　　　　　50㎞以上55㎞未満　 22,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　55㎞以上60㎞未満　 23,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　60㎞以上 　24,500円

通勤手当

315，652円7，260千円

月額5,000円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の100分の20以内を支給
することができる。
理事、局長、次長等 　35,000円
課長、館長、園長、所長 　25,000円

管理職
手当
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571千円支給実績（平成22年度決算）

143千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成22年度決算）

496千円支給実績（平成21年度決算）

124千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

（参考）井手町第3次行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

支給職員
１人当たり
平均支給年額

（平成22年度決算）

支給実績
（平成22年度決算）

一般行政職
の制度と
異なる内容

一般行政職
の制度との
異同

内容及び支給単価手当名

437，000円437千円同じ一般行政職と同様扶養手当

　  　0円 0千円同じ一般行政職と同様住居手当

46，858円47千円同じ一般行政職と同様通勤手当

300，000円300千円同じ一般行政職と同様管理職
手当

一人当たり給与費
　Ｂ／Ａ

給　与　費職員数
　　Ａ区　分 計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料

6，910千円20，729千円5，116千円1，355千円14，258千円3人平成22年度決算

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要　　（各年4月1日現在）
数値目標
（参考）

平成23年
１年目

平成22年
計画始期

 区　　分
部　　門 

808280職員数一般行政 02増　減
101111職員数教育 ▲10増　減
161618職員数公営企業等会計 ▲2▲2増　減
106109109職員数計 ▲30増　減

７　公営企業職員の状況
水道事業

①職員給与費の状況

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、平成23年3月31日現在の人数である。

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）

平均月収額基本給平均年齢区　分
536，061円393，033円55.3歳井手町

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

イ　退職手当（平成23年4月1日現在）

（注）　 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成22年
度に退職した職員に支給された平均額である。

オ　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

ウ　地域手当（平成23年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（４（３）を参照）

カ　その他の手当（平成23年4月1日現在）

④定員管理の数値目標及び進捗状況
ア　平成22年4月1日～平成27年4月1日における定員管理の数値目標

数値目標
計画期間

終　期始　期

0人（縮減率0％）平成27年4月1日平成22年4月1日

イ　定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要
　　→　６（３）②を参照

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

一　般　行　政　職井　　手　　町

１人当たり
平均支給額　　1，281千円
（平成22年度）　　　

１人当たり
平均支給額　　1,705千円
（平成22年度）　　　　　

（平成22年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

（平成22年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

 （加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

（参考）平成17年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率　Ｂ／Ａ

職員給与費
　　　　Ｂ

純損益又は
実質収支

総費用
　　Ａ区　分

25.0％25.3％24，804千円1，248千円98，222千円平成22年度決算

エ　特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（４（４）を参照）

純減率純減数平成27年4月1日
職員数

平成22年4月1日
職員数

0．0％03　人3　人

（注）　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目の職員増減数の累計を示す。

一般行政職井　　手　　町

１人当たり
平均支給額

15，398千円

（支給率）　　一般行政職と同様

 自己都合　勧奨・定年
１人当たり
平均支給額 ー　千円　　ー千円
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子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】
★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時

11･12月の事業 時間：午前10時～正午
土金木水火月日
19181716151413

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
小麦粉粘土あそび
（支援センター）

いづみ保育園園庭開放
遊びの広場

（保健センター）
 

26252423222120
さんさん会

（支援センター）
ぴよぴよ広場

小麦粉粘土あそび
（支援センター）

休日 おでかけ広場
（西部公民館）

3212/130292827
さんさん会

（わくわく広場、玉泉苑）

ぴよぴよ広場
リースづくり

（支援センター）
玉川保育園園庭開放 

10987654
よちよち広場
リースづくり

（支援センター）
遊びの広場

（保健センター）

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
代　　　　表：林     （携帯電話　０８０－１４５１－１８２２）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
代　　　　表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
代　　　　表：吉岡　（携帯電話　０９０－３９２６－７８７７）
★初めての方は、代表まで連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
　　★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
　　★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 
　　　利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども
　　　　　利用料金：３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 
利用料金：　　　　　３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 
　　※お問い合わせは子育て支援センター（℡82-2232まで）

日時：１２月７日（水）
　　　午前１０時～１１時
　　　（乳児対象）
上田正幸ひとり人形芝居
　「たまごにいちゃん」
　「こんたのおつかい」　
場所：玉川保育園

プロの人形劇団がやってきます
日時：１２月１６日（金）
　　　午前１０時１０分～１１時
　　　（幼児対象）
はらぺこ団
　「このハコなあに？」
　「びんぼう神とふくの神」
場所：玉川保育園

後期高齢医療保険料の納付方法のご案内

　年金から納める『特別徴収』と、納付書や口座振替で納める『普通徴収』があります。

　受給している年金額は、年額１８万円未満ですか？

介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が、
年金受給額の１/２を越えますか？

普通徴収・・・納付書、口座振替
井手町から送付される納付書または口座振替

（口座振替の申込手続きが必要）で納めます。

特別徴収・・・年金天引き
年金支給月に２か月分の保険料を天引きします。

はい

いいえ

いいえ

※お問い合わせは、保健医療課（℡82‐6166）まで

人形劇団京芸

　京都を拠点に日本全国
で人形劇を公演。暖かな
人間性を感じられる作品
を大切に、子どもにも大
人にも喜ばれる舞台を目
標に活動されています。

は
い
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害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

１２月４日から１０日は「人権週間」です
　今から６３年前の１２月１０日、国連の第３回総会で「世界人権宣言」が採択されました。この宣言は、生命･身体

の安全その他多くの基本的人権についての基準を示し、「どのような形であっても差別を受けることなしにこれら

の人権が享有できるようにすべきである」と述べています。この理念は、各国の憲法や法律に取り入れられるとと

もに、今も世界の人々にとって希望の根源ともなっています。

　日本では、この１２月１０日までの１週間（１２月４日～１０日）を「人権週間」とし、毎年、講演会の開催や街頭

啓発など、さまざまな啓発活動が展開されています。

　みなさんの家庭や学校、職場などでは「人権」をどのようにとらえていますか。

　人権週間をきっかけに今一度、「人権」とは何なのだろうか、そしてお互いの権利を尊重しあうことの大切さにつ

いて考えましょう。

人権講座「きらめき」のお知らせ

　［第４回］

　　日時／１２月１日（木）　午後７時～８時半

　　内容／「漫才の歴史」

　　　　　　　漫才は、もともと新春の祝福芸、万歳がルーツです。万歳は、広く人々

　　　　　　　に親しまれるなかで、その時代の流行を取り入れてきました。万歳と万

　　　　　　　歳を担ってきた人の歴史から芸能文化について考えます。

　　　　　　　[講師]  村上紀夫さん（大阪人権博物館 学芸員）

　　場所／いづみ人権交流センター　　　　　　　　　　　　　

※お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡82-3380）まで

人権について考えよう！

カジカガエル保護友の会

まちづくり協議会団体紹介

●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
　　　　　　（冬季は午後４時）
●休館日 火曜日・金曜日の祝日
　　　　　夏季、年末年始
　　

（小川 俊雄会長）

　井手町には、かつて「ピーピーピー、コロコロ
コロ」と鳥のような独特の美しい鳴き声を響かせ
るカジカガエルが生息していましたが、昭和28年
の南山城大水害によりカジカガエルは全滅し、以
後鳴き声を聞くことが出来なくなりました。
　同会は、そのような美しい鳴き声を復活させる
ことを目的に、カジカガエルの養殖、放流などの
取り組みを行ってきました。長年の取り組みが実
り今年の4月には、過去に放流したカジカガエルの
生存が初めて田村新田地区で確認されました。

日時/11月20日（日）【雨天決行】　
　　　午前9時受付開始、午前9時半スタート
集合/ＪＲ城陽駅東側、または木津川市役所玄関前
　　（スタート開始時間までに、都合の良い集合場所へ
　　お越しください）
　　＊参加費無料・申込不要
コース/木津～城陽の約23㎞（自分にあった距離でウォ
　　　ーキングを楽しんでください）
持ち物/お弁当・水筒・雨具など

山背古道とことんウォーキング
　山背古道をのんびり歩いてみませんか

小町まつり開催！
　井手町まちづくり協議会が平安時代の女流歌人をテーマに「小
町まつり」を開催します。様々な催しが行われますので、ぜひご
参加ください。
日時/11月20日（日）【雨天決行】午前１0時から午後３時（予定）
場所/井手町まちづくりセンター椿坂
　　（当日は町内各所から椿坂までバスがでます）
内容/
①平安時代の女流歌人が大集合（午前10時～）
　小野小町をはじめ平安時代の女流歌人、井手町にゆかりのあ
る橘諸兄や中神琴渓も登場
②本物の舞妓さんが踊りを披露（午前１０時、午後２時）【予定】
　先斗町の舞妓の志奈壽（しなじゅ）さんが踊りを披露　
③美人教室を開講（午後１時～）
　アロマインストラクター三好まゆみさん、アロマセラピスト
阿慈知愛さんが無料で「宇治茶＆アロマテラピーでかんたん美
容」をテーマに、アロマテラピーの歴史や製造方法、宇治茶とア
ロマ精油を使ったパックの作り方をレクチャー

　ほかにも子ども向けビン
ゴゲーム大会やサンドブラ
スト体験教室、大福・お餅の
ふるまい、ポップコーン、
焼き芋などの模擬店が出店
します。

※お問い合わせは、同会
事務局（℡82‐6162）まで

　昨年の左馬まつりでの扮装

※お問い合わせは、
山背古道推進協議会
事務局
（℡56－4019）まで

　昨年のイベントで賑わう椿坂
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羽
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烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠



2011-11 広報いで１２

日
時
／
　
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

日
時
／
　
月
２
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１２

１０

１１

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
　
月
２
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
８
・
　
生
ま
れ

２１

２１

３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
　
月
９
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
４
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
７
・
７
生
ま
れ

２０

２７

２０

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
　
月
５
日
（
月
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
９
・
３
生
ま
れ

２３

２３

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・
消

費
生
活
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１１

２１

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　８２

‐
４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１１

１１

２５

　
　
　
　
月
９
日
（
金
）

１２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）・
　
月
９
日
（
金
）

１１

１１

１２

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
　
　
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１１

２５

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１１

２４

《
人
権
学
習
（
ビ
デ
オ
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１１

２５

　
　
　
午
前
　
時
半
～
正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

１１

《
人
権
絵
手
紙
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１１

２９

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１１

２４

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
料
理
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
月
７
日
（
水
）　

１１

３０

１２

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
　
月
２
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
６
期
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

１１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、
公
開
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
８２

５
７
０
０
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
（
第
５
回
）】

日
時
／
　
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
　
月
　
日
（
土
）

１１

１２

１２

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１１

１９

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
リ
ー
ス
を
作
り

ま
し
ょ
う
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１１

１６

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６５

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

２０

ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）・
　
月
８
日
（
木
）

１１

２４

１２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

　
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１２

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
　
月
３
日
（
土
）
ま
で

１２

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手

分
署
　（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

【
秋
季
軟
式
野
球
大
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）

１１

２０

　
　
　
　
月
　
日
（
日
）【
予
備
日
】

１１

２７

(
)

場
所
／
井
手
町
住
民
 有
王
 グ
ラ
ウ
ン
ド

【
山
吹
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
・
祝
）
午
前
　
時
～

１１

２３

１０

場
所
／
町
内
《
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
前

出
発
》

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
　
月
３
日
（
土
）

１１

２６

１２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
　
月
　
日
（
土
）

１１

１９

１２

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

各

種

相

談

健

康

子

育

て
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　住宅改修を行う高齢者へ費用の一部を助成します。

＜対象＞井手町内に居住し、町民税非課税世帯に属する

　　　　65歳以上の要介護状態になるおそれが高い特

　　　　定高齢者

＜内容＞日常生活での転倒事故防止などのため行う、自

　　　　宅の手すりの設置や段差の解消工事などの改

　　　　修費用の一部

＊お問い合わせは、地域包括支援センター

　（℡82‐3690）まで。改修前にお問い合わせください。

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
月
７
日
（
水
）

１１

１６

１２

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１１

２５

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　８２

‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）

１１

２２

午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で
　

８２

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１１

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉
苑
、

第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）

１１

２２

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
　
‐
８２

６
１
６
５
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
月
７
日
（
水
）

１１

１６

１２

　
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１１

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部（℡075‐211‐3471）または、
　宇治地域事務所 （ ℡ 44‐7139）　まで

平成２３年度自衛官等募集案内

１　募集種目及び試験期日等

資　格試験期日受付期間募集
種目

平成２４年４月１日現在、１５歳以上１７歳未満（平成７年４月

２日から平成９年４月１日までの間に生まれた者）の男

子で中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者

（平成２４年３月に中学校卒業又は中等教育学校の前期課

程修了見込みの者を含む）推薦については中学校長又は

中等教育学校長の推薦等が別途必要です。

平成２４年1月7日～9日
までの間の指定する1日

11月1日～
12月16日

推薦

陸上自衛隊
高等工科学
校生徒 １次：平成24年1月14日

２次：平成24年1月28日～
31日までの指定する1日

11月1日～
平成２４年1月6日

一般

　井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民の

方に、耐震診断士を派遣する事業を実施しています。

＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。

　①住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されて

　　いるもの。

　②昭和56年5月31日以前に完成しているもの。

　③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である

　　もの。

＜募集戸数＞８戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円（診断一戸あたりの自己負担）

＜申込期間＞平成24年1月31日（火）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

　井手町では、地震に強いまちづくりを推進するため「井

手町木造住宅耐震改修事業費補助金」として、木造住宅耐

震改修に要する費用の３／４で９０万円を限度に助成します。

＜補助対象＞次の要件すべてに該当するもの。

　①昭和56年5月31日以前に着工され、完成している

　　もの。（床面積の2分の１以上を住宅の用途として

　　使用しているもの。）

　②井手町木造住宅耐震診断士派遣事業実施要綱(平成

　　18年井手町告示第24号)に基づいた耐震診断又は建

　　築士による耐震診断を行っていること。

　③耐震診断の結果、評点が1.0未満と診断された木造

　　住宅を1.0以上に向上させるもの。

　④井手町が特に耐震改修を促進すべきと定めた地域に

　　建築されていること。

　⑤町税等の滞納がない者であること。

＜補助金額＞木造住宅耐震改修に要する費用額の４分の３

　　　　　　（ただし上限は90万円）

＜募集戸数＞５戸（先着順）

＜申込期限＞平成23年12月28日（水）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

木造住宅耐震改修の補助のご案木造住宅耐震改修の補助のご案内内

高齢者住宅の改修助高齢者住宅の改修助成成のご案内のご案内

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内
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一
般
書

「
健
礼
門
院
徳
子
」　
　
　
　
鳥
越
 碧

「
一
分
ノ
一
　
上
・
下
」
井
上
 ひ
さ
し

「
黒
猫
の
遊
歩
あ
る
い
は
美
学
講
義
」　

　
　
　
　
                   　
　
森
 晶
麿

「
震
災
後
」　
　
　
　
　
　
福
井
 晴
敏

「
蜩
ノ
記
」　
　
　
　
　
　
　
葉
室
 麟

「
水
の
柩
」　
　
　
　
　
　
道
尾
 秀
介

「
誰
か
が
足
り
な
い
」　
　
宮
下
 奈
都

児
童
書

「
さ
ん
ぽ
の
木
」　
　
　
真
珠
 ま
り
こ

「
ト
ラ
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
な
り
た
か
っ

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
　
月
の
休
館
日

１１

１２

　
月
４
・
７
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１４

２１

２４

２８

　
月
５
・
　
・
　
・
　
日
～
　
日

１２

１２

１９

２６

３１

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１１

た
ト
ラ
」　
　
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
ズ

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
　
パ
ン
ツ
が
　

だ
い
す
き
」　
　
　
　
ベ
ン
・
コ
ー
ト

「
ひ
め
ね
ず
み
と
ガ
ラ
ス
の
ス
ト
ー
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   降
矢
 な
な

「
タ
ン
ポ
ポ
」　
　
　
　
　
光
丘
 真
理

　
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１１

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）　
月
　
日
（
土
）

１１

１２

１２

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）　
月
　
日
（
土
）

１１

１９

１２

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
秋
の
読
書
週
間
》『
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
！
！
』

　
月
　
日
～
発
表
・
貸
出
し

１１

１９

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

(
)

(
)

　
月
　
日
 金
 ～
　
月
４
日
 日
  

１１

２５

１２

《
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
・
龍
の
本
の

展
示
》

(

　
月
　
日
（
金
）
～
　
月
　
日
 日)

 

１１

２５

１２

２５

新小岩パラダイス
又井 健太
長瀬正志は、２５歳のフリータ
ー。突然失業し、全財産を博
打で失った正志は、自殺しよ
うとしていたところをオカマ
の桂木泉に助けられた。泉は、
正志を新小岩のゲストハウス
に連れて行き…。第３回角川
春樹小説賞受賞作品。

ミラクル絵巻で楽しむ
「小栗半官と照手姫」
太田 彩
精緻・華麗な又兵衛画風、詞
書の心地よいリズム、奇想天
外なストーリー展開。三拍子
揃った極上の物語「小栗判官
と照手姫」の世界を迫力のワ
イドページとともに紹介。当
時のくらしや時代背景、絵の
見どころなどの解説も収録。

でんせつのきょだいあんまん
をはこべ
よしなが こうたく
アリたちは「あんまん」とい
うロマンにすべてをかけた
…！　あんまんをまるごと運
ぶという、不可能に思える挑
戦に命をかけて挑んだ、アリ
たちの勇気と知力と努力の物
語。
「はやぶさ」がとどけたタイ
ムカプセル
山下 美樹
７年にわたった６０億キロメー
トルの旅を終えて地球に帰っ
てきた「はやぶさ」は、小惑
星イトカワの“タイムカプセ
ル”を届けてくれた…。小惑
星探査機「はやぶさ」の活躍
を描いた物語。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

20

す
か
。

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給

さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
と
て

も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

20

60

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、　
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険

20

者
と
な
る
方
（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
も
含

ま
れ
ま
す
）
は
、
役
場
で
直
接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
万
５
、
０

２
０
円
で
す
。

　
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く

な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
万
が
一
」の
と
き
に
障
害

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。

-

　
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課（
℡
　
 
６
１
６
４
）ま

82

た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

      平
成
　
年
度
　
個
人
情
報
保
護
制
度
及
び
　
　
　

２２

　
　
　
　
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
及
び
情
報
公
開

２２

制
度
に
基
づ
く
開
示
請
求
及
び
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
す
べ
て
の
実

施
機
関
に
お
い
て
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

癌

贋

岩

雁
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翫
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翫
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翫
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翫
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翫
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★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１１月２２日

１２月６日
１１月２４日１１月１７日１２月１日１２月８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
１１月１５日
１１月２９日

１１月２５日１１月１７日１２月２日
１１月１１日

１２月９日
月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
１１月１６日
１１月３０日

１１月２４日１２月８日１２月１日１１月１７日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１１月２３日
１２月７日

１１月２４日１２月８日１２月１日１１月１７日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨１１月２９日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１１月３０日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪１２月１日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月２日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬１１月１１日

１２月５日
川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭１１月１４日

１２月６日
梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮１１月１５日

１２月７日

ごみ収集日程表（11月11日～ 12月10日）

家電リサイクル法等の対象品について
　（（冷蔵庫・冷凍庫・エアコン・パソコン・テレビ（液晶・プラズマ式含む）・洗濯機・衣類乾燥機））
◎大きさに関係なくごみには出せません。
●購入された店や、買い換えをされた店にご相談ください。
　（購入店が遠方の場合など、やむおえない場合は産業環境課に連絡してください。）
●料金は、製品のメーカー・型式によって異なる「リサイクル料金」と、店ごとに異なる「収集運搬料金」の
　両方が必要です。
●パソコンはメーカーに申し込んでください。
※お問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

～ゴミの減量化にむけて⑬～

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ハーモニカ教室（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）

金
11/
11

親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
第３２回井手町文化祭（午前１０時～午後４時、自然休養村管理センター他）土12
秋季軟式野球大会（井手町住民グラウンド）
第３２回井手町文化祭（午前９時～午後３時、自然休養村管理センター他）
井手町調べる学習コンクール表彰式（午前１０時～午前１０時１５分、自然休養村
管理センター）
第２７回青少年の主張大会（午前１０時～正午、自然休養村管理センター）

日13

月14
歴史学習【フィールドワーク】（午前９時半～午後３時半、いづみ人権交流セ
ンター集合）
人権講座「きらめき」（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

火15

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【リースを作りましょう】
（午後1時半～、玉泉苑）

水16

木17
金18

秋の健康づくりハイキング（午前９時～、JR玉水駅）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
オムロン森林整備活動（午前１０時～午後３時、大正池オムロンの森）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土19

山背古道とことんウォーキング
秋季軟式野球大会（井手町住民グラウンド）
小町まつり（午前１０時～、まちづくりセンター椿坂）

日20

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
そば打ち教室（午前９時半～１１時半、午後６時半～８時半、、いづみ人権交流
センター）

月21

ほめ方教室（午前９時半～１１時、子育て支援センター、要予約）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

火22

勤労感謝の日
山吹MTBチャレンジフェスタ(午前１０時～、町内【まちづくりセンター椿坂
前出発】）

水23

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

木24

発達相談（完全予約制・ご希望の方は保健センターにお問い合わせくださ
い、保健センター）
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金25

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土26
井手町防災訓練（午前９時～正午、町内）日27
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月28
人権絵手紙教室（午前１０時～午後３時、いづみ人権交流センター）火29
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづ
み人権交流センター)

水30

無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
人権講座「きらめき」（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

木12/1

子育てサロン（午前１０時～１１時半、玉泉苑）
２歳半歯科健診（午後１時～１時半、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金2

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土3

日4
乳児健診・BCG（午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

月5

ほめ方教室（午前９時半～１１時、子育て支援センター、要予約）
人権のつどい「『輝けいのち』～知的障害の長女と共に生き生かされて～」　
　　　　　　　　　　　（午後１時半～３時半、自然休養村管理センター）
いづみふれあい学級（午後１時半～３時半、自然休養村管理センター）
井手玉川大学【第５回】（午後１時半～３時半、自然休養村管理センター）

火6

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづ
み人権交流センター)

水7

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
「障害者週間」啓発事業記念式典（午後１時半～、自然休養村管理センター）木8
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金9

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土10

届出人赤ちゃん住所

翼 大  義 
たい ぎ

外 山井手

麻 希 快  空 
かい すけ

横 田井手

大 輔 心 
こころ

藤 橋井手

毅 遥 
はるか

西 島井手

浩 朗 舞  里  奈 
ま り な

乾井手

出張徴収【多賀】

出張徴収
【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（11月11日～12月10日）

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

妻夫住所

川 原　 良美芝本　 和季井手


